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横田 直人 ･長岡 詩和 (大分短大 ･園芸)
ニホンザルの夜間における食物摂取の調査は少
ない｡これまで高崎山に生息するこホンザルにつ
いて1987年からB群の経産メスを対象に一日の食
物摂取,摂取エネルギーおよび採食行動を主とす
る行動の時間的な割合を検討しているが,本年は
さらに出産個体,経産メスのうち出産にいたらな
かった個体 (非出産個体)の夜間帯における行動
に限定して調査をおこなった｡出産個体は妊娠 ･
授乳および離乳の各期間において食物摂取皿,栄
養所要畳および採食時間を明らかにすることを目
的としている｡
妊娠期間にあたる1989年4月29日,5月3,
4,5日の夜間 (18時00分～翌朝6時30分)に4
個体を対象に連続追跡法でおこなった｡この時季
の日の出は5時28分～22分で,日の入りは18時5
4-59分であった｡各個体の行動は秒単位の時間
を記録した｡夜間中,個体の近くに照明をあて観
察した｡
夜間の総観察時間は740.7分/日で,採食には
3.0%,食物探索は0.3%の時間を費やしていた｡
夜間の大半は睡眠に当て84.4%で,残り休息は,
6.9%,移動 (歩行,走行)は2.9%,毛づくろい
は2.4%,木ゆすり行動は0.02%であった｡日の
入り前後の1.3時間においては,採食が25.4%で
全体のy4を.食物探索が3.1%を占めた｡ 戎り休
息には52.6%,移動は18.7%,木ゆすり行動には
0.2%を占めた｡また日の出前後の2.4時間におい
てほ.採食が全体の1.4%と低く,辺 りが明るく
なっても睡眠が92.1%と高い割合を占めた｡残り
移動が4.8%,毛づくろいが0.8%,休息が0.9%
であった｡この時季の高崎山のニホンザルは,♂
方暗くなってからも食物探索および採食をおこ
なっているのに対し,明け方明るくなっても大半
は睡眠にその時間を費やし,採食に費やす時間は
わずかであった｡
高崎山のニホンザルの夜間の行動を観察できる
ことがわかったので,今後も継続調査をおこなう｡
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